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の

も

九

円
、
院
の
h

ヘ
レ
吃
－h・
号、
阪
K
Lγ・す
る

こ
と
、
人
泌
入
ル
」
縦
・ね
た

a

人
化ゆ
き
を
遊

け
る
こ
と
で
す
。

次
に
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
宿
毛
’

の
川
刊
誌
に
・
h
k
ら
な
い
w

』
と
で
す
。

怜
棋
は
島
・刀
同
の
伶
、ほぃ
・二
本
腰
を
入
れ

て
吋
十
日
勤
し
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
場
合

で
も
、
被
害
の
有
る
蒸
し
に
か
か
わ
ら
ず

暴
力
氾
旅
行
為
の
あ
る
時
ユ
必
ず
間
近
の

一日
花
叫
、
派
出
苛
ミ
ユ
昨T
h
K
H
吸引へ
す
ぐ
知

ら
せ
て
下
さ
い
。

民
hd氾
叩
f
z
nuヌ
す
る
二
ご仙
ほ
ほ
ぐ
る

人

一
作
と
な
っ
て
お
モ
い
に
氾
諜
戊
減
の

た
ゐ
に
協
・
ワ
し
九
円
う
こ
と
で
す
。

（入
者
野・
M
M
嘗
）

旧
軍
人
軍
属
の

戦
時
加
算
が
復
活

m三
十
八
通
常
国
会
に
於
て
恩
給
法
が

一
泊
改
正
さ
れ
て
旧
軍
人
軍
属
の
戦
時
加

は
が
向
活
し
ま
し
た
の
で
給
権
者
は
各
地

民
の
役
員
の
方
或
は
役
場
に
相
談
下
さ
い

川
加
宵
沖
地
域
と
程
度

満
州
支
郷
台
湾
協
同
太
朝
鮮
南
洋
鮮
島
関

東
州
南
方
諸
地
域
小
笠
原
諸
島
千
島
な

ど
に
加
算
が
認
め
ら
れ
昭
和
二
十
年
九

月
二
日
を
も
っ
て
加
算
が
打
切
ら
れ
る

内
地
及
び
仰
印
期
間
コ
安
没
の
み

削
減
川
刊
取
得
年
数

実
役
と
加
古
井
年
数
を
あ
わ
せ
て
兵
下
士

官
は
十
二
年
准
士
宮
将
校
ば
十
三
年
と

し
昭
如
三
十
六
年
十
司
一

日
を
権
利
取

同
日
と
す
る
。

間
支
給
の
始
則

扶
別
料
は
mm和
三
十
六
年
十
月

一
日
普

通
忠
治
は
昭
和
三
十
じ
竿
十
月

一
日

川
山門刷
白水
の
手
続

日
山
県
市
人
思
給
椛
凶
慨
町
棋
連
盟
よ
り
加

杭
の
法
伴
手
続
等
に
関
し
説
明
会
を
実

施
い
た
し
ま
ず
か
ら
当
日
出
席
の
こ
と
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八
八
、
三
五
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俵
に

米
の
供
出
予
約

昭和36年 8月 10日
月チI)（毎月1口日発行）

昭
和
三
十
六
年
産
米
の
予
約
売
渡
し
申

込
み
が
七
月
以
来
農
家
と
集
荷
業
者
の
聞

に
お
い
て
行
わ
れ
た
が
、
七
月
末
現
在
で

次
の
と
お
り
の
好
成
績
を
見
て
レ
る
。

昭
和
三
十
六
年
産
米
子
約
売
波
申
込
数

率

103.3% 
100.9 
109.5 
103.8 
102.6 
123.4 
105.9 
118.5 

比

ひ

35年子約数Ii¥:

16,090 
33.316 
12.922 
10,400 
7.500 

222 
1.7952 

3E8‘ 

さ

予約数量

16.621俵
36.633 
14' 147 
10.800 
7,693 

274 
1.Cf02 
282 
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一
、
主
旨
ラ
ジ
オ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
を

述
じ
て
文
化
の
向
上
に
資
す
る

こ
、
主

催

朝

日
町
、
泊
郵
便
局
、
制
日

保
健
所
、
朝
日
町
迎
合
婦
人
会

北
陸
電
力
富
山
県
ラ
ジ
オ

・
テ

レ
ビ
電
機
組
合
辿
合
会
、
N
H

K
～
岡
山
放
送
局

三、

日
時

八
月
十
九
日
（
士
）

午
前
十

時

t
午
後
四
時

四、

場
所
泊
～
州
事
学
校

103.4 85.352 88,352 P-
i::i 

NHK  

E玄
日J

商
工
会
仁
よ
り

以V
＝ゴ担容内実

NH  K展示会

AM10φ00～P M4.00 

テレビ・ラジオ柁談所

項Z)¥"'. 施五
、
実
施
事
項

①放送番組写真展

①N HKテキ久トの展示
NHK 

泊地区ラジオ前

北陸電力

NHK 

①テレビ・ラジオの故障修理と雑音相談

①テレビブラウン管の清掃

①不良電気7.:·iJI~修理！

朝日町教育委員会

朝日町連合婦人会

朝日保健所 NHK  

①テ レビのつどい（教育Tv p l¥11. 00～ 
1.30母親から教師から）

①育児相談 （小児マヒ対策について他）

F

、

A

一、
一
－と

一
つ

一
の

一
司

H
一4
H

F

主

p l¥11.00～3.00 

現
在
全
国
的
に
中
小
企
業
者
の
頭
を
悩

ま
し
て
い
る
求
人
難
問
題
が

一
段
と
深
刻

さ
を
加
え
、
特
に
中
小
商
店
で
は、

求
職

者
が
皆
無
と
云
っ
て
よ
い
程
に
鼠
痛
の
種

と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
上
、
既
従
の
店
員
や
工
員
が
集
中

的
に
大
企
業
に
移
っ
て
行
く
傾
向
が
強
く

な
っ
て
お
り
、
中
小
企
業
者
は
倒
炭
寸
前

と
去
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
く
ら
い
に
深

刻
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。

然
し
乍
ら
、
こ
の
よ
う
な
重
大
な
問
題

．J

E－
－

J

に
対
し
て
何
ら
為
す
と
己
ろ
な

J
t
p
く
年
月
を
経
て
・
ぎ
た
今
日
、

一

ヘ
若

ヘ
つ
の
れ
問
慌
と
も
い
う
べ
き
も

（

充

～
の
と
し
て
、
今
後
大
々
的
に
取

か

～
広
九

り
上
げ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
一

三
校
P
T
A
懇
談
会

k
f
）
こ
と
は
、
家
族
或
レ
は
山
民
福

一
七
月
二
十
四
日
午
後
大
家
庄
小
学
校
で
山

D
J
利
一
学
生
の
増
進
、
調
ゆ
る
そ
の

一

J
H’
（
施
耐
の
加
入
促
進
に
よ
っ
て
店

一時
、
市
保
大
家
庄
の
P
T

A
懇
談
会
が
開

J

制

m
－r
員
或
い
は
工
日
付
の
把
磁
を
堅
実

一
か
れ
た
。
こ
れ
は
同
じ
小
川
中
学
校
下
の

八
日

へ
な
ら
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
↑
P

T
A
と
し
て
共
泊
の
問
題
と
そ
れ
ぞ
れ

－
主
？
κ刀、
4
日
↑と

、
〉
1
E
、
一位
下
の
特
燃
性
を
討
議
す
る
超
巴
け
で
昨
年

－、

．
ホ

ー－
L
Y

J作
1
2止
し
ー
イ
f
n
M
カ

一
ー；

九
件

～

か
か
積
磁
的
に
打
ち
進
め
な
け

一発
足
し
今
年
は
第
二
刊
の
も
の
で
あ
る
C

L

，、
．）
れ
ば
な
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
と
な

一

当
日
は
三
校
P
T
A
約
七
十
名
、
町
教

一委
野
村
主
事
関
係
児
童
委
員
児
童
ク
？
プ

っ
て
い
る。

一

殊
に
、
こ
こ
で
表
面
化
し
て
レ
司
令
問
題

一関
係
者
多
数
が
参
加
し
た
。
会
議
は
大
家

1

0

一
庄
技
大
井
育
成
会
長
の
司
会
で
「
児
童
ク

－

と
し
て
不
日
制
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る

一

一

労
働
岩

野

緊
u
で
も
こ
の
同
地
に
つ
い
一
ラ
ブ
の
育
成
、
夏
休
の
生
柄
拘
辺
、
そ
の

一

一他
」

に
つ
い
て
活
発
な
な
見
が
述
べ
ら
れ
一

て
約
三
絞
討
し
て
い
る
し
、
又
名
市
町
村

一

－

一

・
主
事
の
適
切
な
幼
パ
が
あ
り
光
尖
し
＠
・以休
の
生
出
指
持

で
も
中
れ
んへ
と
災
地
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す

一一
た
も
の
で
あ
っ
た
。
内
科
を
制
介
す
る
と
各
学
校
長
か
ら
そ
の
み
れ
引
が
述
べ
ら
れ

以
下
に
お
け
る
尚
山
街
地
域
日
体
の

一一

＠
川
ん
主
ク
ラ
ブ
の
訂
版
、
大
家
庄
佐
ド
一
卜

こ

れ

を

小

心

に

討

ぷ

斉
休
日
制
の
災
絶
状
況
、
工
合
体
の
七
割
付
．

一

山
新
の
坂
本
氏
舟
川
新
の
膝
弁
氏
柳
川

一
＠
そ
の
他

勺
月

一
日
乃
主
二
日
の
休
日
制
を
災
地

一

日

一

の
菅
出
さ
ん
か
ら
育
成
の
苦
心
が
先
決
一

ω大
家
庄
一
削
保
同
校
に
．ア
ー
ル
が
あ
る
が

て
い
る
が、

こ
れ
等
の
地
峡
は
今
後
も
込

一

体
制
の
拡
大
、
充
災
に
踏
み
切
る
こ
と
を

＼

さ

れ

山

崎

一

位

に

な

し
。
是
非
山
崎
伐
に
も
フ

一川
口
分
の
子
だ
け
で
な
く
全
仏
の
子
宮
よ

↑

l
ル
の
施
設
が
ほ
し
い
。

打
ち
出
し
て
い
る。

一
1
一

く
す
る
よ
う
に
母
親
の
結
集
し
た
刀
が

位
大
家
主
小
学
校
で
は
今
私
八
十
八
何
年

当
制
日
町
に
お
い
て
は
休
日
が
名
町
u
r
一

〉

一

ク
ラ
ブ
を
つ
く
る
以
動
力
に
な
る
。
記
念
引
法
を
討
州
し
て
い
る
。
昨
年
実

仮
に
典
り、

次
の
よ
う
な
一収
分
と
な
っ
て
一一

向
こ
ど
も
の
’
H
主
性
を
時
前
し
こ
ど
も
の
施
さ
れ
た
耐
保
小
学
校
の
概
況
が
説
明

L
る

一

楠
山
町
、
木
町
、

二

十

日
一

中
へ
と
び
こ
ん
で
い
く
よ
い
指
導
者
が

一

さ
れ
た
。

荒
川
、

道

ト

二

寸

一
口

4

必
塚
、で
あ
る
。

民謡ひのき鉾台NH K公開録音
P M3.00～4.00 

中

町

二

十

二

日

下

町

第

三

日

間

右
の
よ
う
に
四
種
に
区
分
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
他
に
菜
種
団
体
別
の
週
休
制
も

と
ら
れ
て
い
る
。

禾
実
施
の
町
内
の

一
部
で
は
、
も
っ
と

理
想
的
に
休
日
制
が
区
分
さ
れ
る
な
ら
ば

実
箆
し
よ
う
と
レ
う
所
も
あ
り
、
休
日
制

の
統
一
化
が
重
要
な
謀
題
と
な
っ
て
レ
る

魚
津
労
働
器
準
監
督
署
に
お
い
て
も
、

泊
町
の
場
合
、
道
路
凶
に
従
い
、
二
分
化

つ
ま
り
縦
横
の
線
に
分
け
て
推
進
し
た
ら

ど
う
か
と
の
案
を
出
し
て
お
り
、
各
町
内

会
或
レ
は
一
間
盛
会
単
位
に
倹
討
、
協
議
し

て
早
急
に
実
現
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
。

児
童
ク
ラ
ブ
を

ど

う

育

て

る

4
l
n
h
v
a斗

聞
役
員
は
部
落
で
選
挙
し
た
も
の
と
学
校

で
選
挙
し
た
生
徒
会
役
員
と
ち
が
う
こ

と
が
あ
る
の
で
調
整
を
要
す
る
。

ω小
学
校

一
年
か
ら
中
学
三
年
ま
で
年
令

層
の
巾
が
大
き
い
の
で
事
業
及
運
営
は

む
づ
か
し
い
。
全
体
活
動
と
併
行
し
て

部
落
活
動
を
実
施
し
全
員
が
意
慾
的
に

活
動
す
る
よ
・
フ
に
し
た
い
。

閉
経
世
は
下
山
新
で
は

一
万
六
白
円
、
治

川
新
で
は
十
数
同
の
腔
史
を
も
っ
運
動

会
た
け
で
八
千
円
、
ク
ラ
ブ
員
の
会
費

労
力
奉
仕
等
に
よ
る
自
主
財
源
も
あ
る

が
部
忽
や
団
体
か
ら
の
筒
助
が
ほ
し
い



。

あ
な
た
の
趣
味
や
娯
楽
は
何
で
す
か

一

て
い
な
い
。

＠

終
戦
の
当
時
あ
な
た
は
ど
こ
で
、
ど

一
＠
町
の
飽
全
財
政
の
佐
立
が
品
ー一
で
あ
る

ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
し
た
か

一

そ
の
た
め
に
は
観
光

・
屯
倣
附
宅

・
成

＠

今
ま
で
に
最
も
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
一
い
は
工
助
芯
政
な
ど
尚
々
あ
る
。

は
ど
ん
な
こ
と
で
し
た
か

一
＠
戦
前
戦
後
を
通
じ
変
わ
っ
て
い
な
い
う

O
結
婚
改
善
が
叫
ば
れ
て
も
少
し
も
改
－

＠
何
の
制
圧
も
な
い
か
ら

一
般
に
の
び
の

め
ら
れ
な
い
原
因
は
何
で
し
ょ
う
か

一

び
と
し
て
い
る
反
面
、
持
行
忠
行
が
隠

＠

朝
日
町
発
展
の
捜
本
対
策
を
一

つ
だ

一

端
で
ド
7
a
ト
腹
手
も
そ
の
例
、
教
育
の

け
あ
げ
て
下
さ
い

一

水
準
向
上
、
社
会
保
障
制
度
の
拡
充
等

＠

戦
後
強
く
な
っ
た
も
の
は
女
性
と
靴
が
急
初
で
あ
る。

下
だ
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
あ
な
た
の
御

一

夫
人
は
ど
う
で
す
か

一

＠

最
近
の
十
代
青
少
年
の
動
向
に
対
し

一

ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
・ます
か

一

左
の
七
項
目
に
つ
い
て
議
員
諸
－比
に
ア
ン
一

ケ

l
ト
を
求
め
ま
し
た

（市
府
刷
〉
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所

属

委

員

会

総

務・
安
員
会

。
人
並
み
に
な
ん
で
も
好
き
で
あ
る
。
強

い
て
言
え
ば
旅
行

＠
京
械
の
朝
鮮
鉄
道
本
局
に
出
張
中
終
戦

の
詔
勅
を
聞
い
た
。

＠
一二
年
前
の
町
議
選
挙
で
誰
で
も
が
気
軽

に
出
ら
れ
る
世
代
に
な
っ
た
と
き
。

。
親
の
見
栄
と
か
そ
の
家
庭
に
よ
っ
て
は

子
供
の
成
栄
等
も
あ
る
が
、
法
だ
ま
だ

結
婚
改
持
の
切
実
性
が
一
般
に
浸
透
し

（昭和辞8月8日）
第5種郵便物認可l(3) 
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－

論
パ
同
名
ト
．
仏
ル
ボ
作

－

住

所

前

一

所
民
委
リ
H
会
厚
生
委
只
口
氏

一

o
m、
狩
猟
、
麻
作
、
お
り
A
H
う
こ
と

＠
日川
町
で
卜
．
氷
山
山
梨
抗
れ
制
材
業
般
に
…
ぷ

川町
m
M
m波
料

mu胞
を
椛
川
市
い
し
て
い
た
。

＠
現
町
議
は
四
期
な
る
も
初
期
に
お
い
て

当
選
し
町
民
の
信
頼
を
得
た
と
き
。

。
老
若
男
女
が

一
体
と
な
っ
て
の
真
剣
な

話
し
合
い
に
欠
け
て
い
る
か
ら
。
外
見

・的
な
虚
栄
心
も
原
因
の
一
つ

＠
電
源
開
発
、
観
光
町
〈
特
に
温
泉
）
の

建
設
、
大
工
場
の
誘
致

＠
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
変
わ
ら
な
い
。

＠
堅
実
な
思
想
と
知
識
を
持
た
な
い
彼
等

を
育
成
す
る
大
人
の
務
刀
と
凶
心
の
充

実
が
先
決
。

こ
と
に
お
下
劣
な
質
問
で
あ
る
。
靴
ド

に
比
較
さ
れ
た
女
性
の
抗
品
を
受
光
り

す
る
わ
け
で
は
な
レ
が
、

正
気
の
沙
汰

で
は
解
答
が
で
き
な
い
か
ら
、
市
な
る

ユ
ー
モ
ラ
ス
と
し
て
お
芸
え
す
る
。
残

念
な
が
ら
戦
後
の
結
柄
引
で
戦
前
に
比
較

し
て
お
符
え
で
き
な
い
が
、
下
l
ム
フ

レ
！
ト
で
は
大
疋
十
一
年
の
悦
迭
と
な

沼

山

名

問

介

記

っ
て
レ
る
か
ら
、
戦
後
派
を
十
l
ル
ナ

作

所

山
附
新

イ
ロ
ン
と
昨
す
る
な
ら
ば
、
帆
山
脈
は

所
凶
委
員
会

出
品
委
員
会

一

出
紡
に
期
す
る
と
御
抗
托
小
L
ト

げ

た

よ

る

六

日
二
・
ド
九

μ
山
少
年
対
筑
の
現

。
昨
ら
川
M
．
山
託
、
叫
に
は
由
州
、
骨
vm
一

方
が
適
切
で
し
ょ
う
。

判
川削
刊
の

一
加
を
に
な
っ
て
本
什
町
長
が

尺
八
、
麻
雀
に
も
手
を
山
す
こ
と
が
あ

一
＠
年
代
の
づ
V
れ
か
ら
多
少
の
削
見
も
あ
る
安
日
良
と
な
り
刺
日
町
少
午
補
与
七
ン
タ

る

。

か

と

忠

わ

れ

る

が

、
昨
・
代
の
流
れ
に
他

－

が
誕
生
し
た
・

＠
近
衛
電
信
隊
よ
り
問
点
取
を
慌
て
台
時
打

一

保
し
己
れ
を
粗
末
に
し
す
ぎ
る
傾
向
が

一

七－
J

タ
！
は
町
の
叫
れ
討
を
目
立
に
お
く

軍
に
転
属
、
嘉
義
農
林
学
校
に
駐
屯
、
一

戦
前
よ
り
も
た
し
か
に
余
計
な
よ
う
で
一
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
陥
海
員
の
集
会
は

軍
司
令
部
へ
出
後
中
台
北
郊
外
に
て
終

一

戦
後
家
侠
制
度
か
く
ず
れ
た
社
会
的
武

一的
諮
信
行
派
出
所
に
定
め
事
妨
防
は
教
宵

．

戦
の
詔
勅
を
問
る。

一

任
も
な
い
と
は
去
え
な
い
が
、
社
会
の

一
委

M
会
に
円
い
て
．
仏
い
に
官
接
に
連
絡
を

＠
戦
争
が
終
っ
て
常
国
陣
取
か
ら
解
股
さ

一

進
歩
は
人
間
生
活
を
益
々
偶
人
単
此
に

一
し
な
が
ら
活
動
を
民
間
し
て
い
る
。

一

れ
、
死
ん
で
も
探
れ
と
励
ま
さ
れ
た
泊
一

樹
り
下
げ
て
行
く
と
一
お
う
矛
病
し
た
倫

一

附
蒜
れ
は
八
O
名
で
そ
の
構
成
内
幹
は

一

駅
へ
無
事
に
操
り
、
駅
前
広
場
の
見
寛
一

R
を
理
解
さ
れ
、
お
ー
い
に
一
段
の
日
一
小
中
高
校
、
防
氾
組
合
、
町
内
会
、
社
会

一

え
の
あ
る
玉
砕
刊
を
踏
A
し
め
た
と

き

一

重
が
望
ま
し
い
。

一
福
祉
協
議
会
、
青
年
間
、
婦
人
会
ホ
i
イ

－
O
枯
桝
よ
り
も
生
桔
様
式
の
改
存

が

先

決

一

ス

カ

ウ

ト

、
教
育
委
員
会
予
関
係
機
関
団

特
に
比
古
の
足
、
公
子
な
る
山
の
分
配

一体
か
ら
般
必
さ
れ
た
人
た
ち
で
あ
っ
て
七

が
併
仇
さ
れ
な
い
限
り
払
梢

4
丹
の

%

一川．

一十
祝
日
よ
り
八
川
－一一十

．
H
ま
で
お

引
も
明
め
ま
い
、
汗
仰
び
し
な
く
と
も

一

－

枕
の

一
円
、

一
五
、

．h
ハ
け
の
一
二
日
を
除

川
氏
中
ま
し
く

一
定
の
レ
ベ
ル
に
リ
必
ず

一

一

い
て
似
略
仁
川
三一

O
分
か
ら

一
O
叫
ま
で

れ
ば
成
栄
、
h

服
飾
で
浮
遊
す
る
改
築
い
の

一

一

二
名
の
補
導
抗
と
一

名
の
嘗
察
官
が
同
伴

ア
ド
バ
ル
ー
ン
も
安
全
ひ
そ
め
る
で
し

一

一
の
う
え
泊
町
を
中
心
と
し
て
現
場
補
湾
と

ょ
う。

一

一

山
政
仙
の
た
め
ハ
ト
ロ

ー
ル
し
て
お
り
ま

＠
引
陥
れ
の
’
川
覚
に
あ
り、

山
分
の
投
ず

－
す
。

る

一
河
川
は
判
日
町
の
H

山
途

を

決

定

的

な

ま

た

こ

の

期

川

を

と

お

し

て

谷

地

以

に

も
の
に
な
ら
し
め
る
か
ら
、
屯

源

開

発

お

い
て
も
地
一
恨
の
補
弥
日
を
小
心
と
し
聞

に
し
ろ
工
場
誘
致
に
し
ろ
、

或
い
は
観

係
団
体
と
緊
密
な
協
力
の
も
と
に
い
ろ
い

一

光
開
発
や
農
地
の
保
全
に
し
て
も

最

早

ろ

の

行

事

を

重

点

に

少

年

を

守

る

運

動

を

一

や
単
一
目
的
で
の
開
発
は
経

演

的

に

行

肢

閲

す

る

こ

と

に

な

っ

て

い

ま

す

。

一

き
詰
ま
っ
て
い
る
。
広

く

人

材

を

求

め

こ

の

セ

ン

タ

ー

は

卒

業

期

、

夏

休

み

、

一

便
益
に
見
合
う
多
目
的
開
発
即
ち
総

合

年

米

年

始

を

重

点

と
し
て
街
頭
補
導
や
少

一

開
発
方
式
で
地
の
利
、
水
の
利
、
人
の

年
相
談
等
の
薬
務
を
年
間
と
お
し
て
行
う

一

和
（
わ
け
も
な
く
と
び
っ
く
安

易

な

妥

こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一

協
の
意
味
で
は
な
い
）

を
求
め
、
無
限

町
民
の
皆
さ
ん
も
少
年
た
ち
を
正
し
く

－

に
潜
在
す
る
遊
休
資
甑
を
活

用

す

れ

ば

す

こ

や

か

に

育

て

る

た
め
に
こ
ぞ
っ
て
御

発
肢
の
道
は
お
の
づ
か
ら
拓
け
る
。

協
力
下
さ
る
よ
う
切
に
お
願
い
す
る
次
第

一＠
私
ど
も
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と

し

て

は

ま

で

あ

り

ま

す

。

議
川H
名

州

水

文

次

ハU
m

H

Y

れ

所
以
香
川
〈
五
月
生
委
川
会

O
ス
ポ
ー
ツ
（
今
で
は
専
ら
見
た
り
川
い

た
り
す
る
だ
け
で
す
が
〉

＠
山
崎
小
学
校
に
奉
職
し
て
い
た
。

＠
終
戦
直
後
前
途
全
く
暗
調、

極
度
に
不

安
で
あ
っ

た
も
の
が
、
現
在
の
姿
に
ま

で
国
力
が
伸
展
し
た
こ
と
。

。
精

一
杯
し
て
や
り
た
い
と
い
う
親
心
と

体
裁
に
と
ら
わ
れ
る
気
持

＠
電
源
開
発

＠
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
強
い
て
怠
践
し
て
の

も
の
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
。

＠
hυ
…
派
で
あ
る
。
殊
に
立
欲
的
で
’
H
主
位

立
の
而
は
な
げ
ば
し
い
。
花
々
に
し
て
常

論
外
の
行
動
を
と
る
む
き
も
あ
る
が
、

教
育
の
充
実
、
環
境
の
浄
化
に
期
待
し

～」
、
。

j

L

 

夏
の
少
年
た
ち
を
守
ろ
う

少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
開
設
さ
る
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古
い
諺
に

が
あ
る
。

、
レ
ジ
ャ
ー
を
で
し
み
泊
代
．
フ
l
ム
に
湧

き
た
つ
今
日
、
ピ
ン
ト
パ
れ
な
と

一
一笑
さ

れ
る
だ
ろ
う。

し
か
し
一
分
間
一
万
数
千

円
を
砿
ぐ
社
長
か
ら
八
十
践
を
稼
ぐ
人
夫

一
時
は
金
な
り
」
と
い
う
・
一

に
至
る
ま
で
1
、全

く
「
時
は
金
」
で
あ
る

折
角
得
た
金
で
レ
ジ
ャ
ー
を
満
喫
す
る

の
も
結
構
、
し
か
し
勤
倹
貯
帯
な
ど
と
い

う
厳
し
い
こ
と
を
い
う
堅
人
で
も
な
い
が

お
互
い
分
相
応
の
生
活
を
し
、
不
時
に
例

え
て
蓄
え
て
こ
そ
日
々
の
生
活
に
潤
い
も

で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
健
康
と
長

寿
は
誰
も
が
最
も
願
う
こ
と
で
す
。

そ
の
条
件
と
し
て
は
、
身
体
的
な
も
の

よ
り
も
む
し
ろ
精
神
的
な
も
の
で
、
脳
出

血
、
胃
腸
病
、
そ
し
て
事
故
や
自
殺
に
至

る
ま
で
、
も
と
を
正
せ
ば
神
経
や
ホ
ル
モ

ン
の
働
き
の
乱
れ
で
あ
り
、

つ
ま
り
心
の

乱
れ
か
ら
起
こ
る
か
ら
で
す
。

つ
ま
り
、
誰
も
が
金
の
心
配
の
な
い
事

が
健
康
、
長
寿
の
大
き
な
条
件
で
す
。

弛
ま
ぬ
計
画
的
貯
蓄
こ
そ
、
身
心
共
に

ゆ
と
り
も
出
来
、
明
朗
な
家
寵
も
築
く
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

－
』

，

J

a
i
44『
開

1a一ふ

境
地
区
簡
易
水
道
完
成

昨
年
九
月
か
ら
着
工
さ
れ
た
境
地
区
間

弘
水
道
が
完
成
し
た
。
こ
れ
は
作
戸
の
給

水
の
使
は
勿
論
で
あ
・
る
が
、
特
に
消
火
栓

の
威
方
は
他
の
簡
易
水
道
に
つ
け
ら
れ
た

も
の
の
比
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

学

習

上

に

立

の

つ

た

活

動

を

第

二

回

青

年

問

題

研

究

集

会

朝
日
町
連
合
青
年
団
主
恨
の
第
二
回
苛

一

を
下
積
み
と
し
た
上
に
立
つ
も
の
で
な

年
問
題
研
究
集
会
が
七
月
二
十
二
日
、
二
一

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
三
日
の
二
日
間
に
宣
り
、
朝
日
町
六
校

一

学
習
は
実
設
を
伴
っ
た
も
の
で
な
け
れ

下
の
青
年
団
員
三
十
名
が
参
加
し
て
行
わ

一

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

れ

た

。

先

づ

、

現

在

社

会

情

勢

は

ど

の

よ

う

で

こ
の
研
究
佐
会
の
目
的
は
、
変

転

す

る

あ

り

、
我
々
の
住
ん
で
い
る
地
域
が
今

現
代
社
会
の
中
で
背
年
間
活
動
は
ど
う
あ
ど
の
よ
う
な
地
位
に
お
か
れ
て
い
る
か

る
べ
き
か
、
そ
し
て
変
り
ゆ
く
社
会
情
勢

一

を
知
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

を
我
々
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
ど
う
実

一

そ
し
て
そ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
も
と

践
に
発
展
さ
せ
て
い
く
か
を
揺
み
取
ろ
う

一

で
、
我
々
の
周
囲
に
は
ど
の
よ
う
な
間

と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

一

題
点
が
あ
る
か
を
把
握
し
て
、
そ
の
問

第

一
日
自
の
二
十
二
日
は
、

林
県
青
協
一
題
を
研
究
分
析
し
、
ム
γ

の
結
果
得
た
も

事
務
局
長
の
「
中
共
を
視
察
し
て
」
の
清

一

の
を
実
践
に
生
か
し
て
行
く
こ
と
が
真

題
で
中
国
に
お
け
る
青
年
活
動
の
実
体
を

一

の
学
習
で
あ
る
。

中
心
に
し
た
報
告
と
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
女
子
活
動
の
進
め
方

で
お
わ
り
、
初
二
日
目
は
米
口
尽
河
川
町
官
協

現

在

女

子

の

発

一ソ一
口
市
中
は
非
常
に
思
い
。

会
長
の

「
学
押
活
動
の
進
め
方
」
に
つ
い
こ
れ
は
、
女
子
が
活
発
に
発
言
す
る
と

て
の
耕
栽
の
あ
と
、
林
、

米
屋
川
氏
、
亀
岡
闘
が
特
別
な
限
で
見
る
た
め
、
思
つ

閉
県
背
協
刺
会
長
、
好
付
朝
日
町
社
教
主

て
い
る
こ
と
も
云
え
な
く
な
る
と
い
う

事
、
中
島
元
朝
日
町
連
背
団
長
を
助
言
者

－

こ
と
．
か
大
き
く
原
因
し
て
い
る
。

に
分
科
会
が
聞
か
れ
、

「
サ
ー
ク
ル
活
動
こ
の
よ
う
な
場
合
、
男
子
は
女
子
が
発

の
進
め
方
」

、

「
青
年
学
習
の
進
め
方
」

言
し
や
す
い
雰
囲
気
を
作
っ
て
や
る
べ

「
女
子
活
動
の
進
め
み
」
の
三
つ
の
諜
題
き
で
あ
り
、
又
周
聞
の
批
判
に
対
し
て

に
つ
い
て
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
た
。

は
、
こ
れ
を
打
ち
消
し
て
や
る
よ
う
な

名
分
利
会
の
恐
出日
次
の
と
お
り

心

－

E
泌
が
欲
し
い
。

サ
ー
ク
ル
的
助
の
進
め
点

文
、
間
活
動
が
佼
退
く
ま
で
な
る
よ
う

サ
ー
ク

ル
出
動
は
mvた
る
趣
味
的
な
も
な
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合

の
に
止
ま
る
べ
き
で
な
く
、
そ
の
活
動
開
始
時
間
の
厳
宇
と
、
帰
る
時
は
男
子

を
通
じ
て
い
か
に
サ
ー
ク
ル
を
向
上
さ
が
安
全
な
方
法
で
送
っ
て
く
れ
る
よ
う

せ
自
己
を
高
め
る
か
と
い
う
研
究
的
意

な

配

慮

が

欲

し
い
。

欲
が
必
要
で
あ
る
。

こ

の

後

全

体

討

議

の

時

に
、
現
在
一
つ
の

又
狭
い
地
域
に
ば
か
り
と
じ
こ
も
ら
ず

一
曲
り
角
に
来
て
い
る
青
年
間
の
問
題
点
を

も
っ
と
視
野
を
広
く
し
て
、
大
き
な
大

一
追
求
し
、
よ
り
良
い
青
年
団
活
動
へ
の
道

会
に
も
参
加
し
、
そ
れ
か
ら
得
た
も
の

一
を
附
く
目
的
で
、
青
年
問
題
研
究
会
を
近

を
自
分
述
の
サ
ー
ク
ル
活
動
に
生
か
し
く
発
足
さ
せ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

て
行
く
べ
き
で
あ
る
2

こ
の
研
究
会
は
、
青
年
間
O
B
を
中
心

青
年
学
習
の
進
め
方

一
に
構
成
さ
れ
、
側
面
か
ら
助
一言
、
指
滋
を

青
年
団
活
動
は
青
年
が
学
習
し
た
こ
と
一
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。


